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「バイオダルマ」

［脱春化作用
（ディバーナリゼーション）］
夜間の低温感応を日中の高温で打
ち消す作用で、20℃以上の高温が
必要です。高温が４～６時間以上確
保できれば完全に脱春化されます。
ただし毎日の反復が大切で、昼間温
度が上がらない日が３～５日も続く
と花芽分化を起こし、その後は逆転
しません。



「ダイコン十耕」というくらい、土づくりと深耕が重要です。発芽して直
根が真っすぐに地中へ伸びる時に、先端の生長点が土塊や肥料に当た
ったり、乾燥などで傷むと又根になります。輪作体系の中にエン麦やラ
イ麦などの緑肥作物を導入することで、土壌の通気性や排水性を保持
するなどの土壌改良効果があります。またネグサレセンチュウを抑制
する効果も期待できます。

[追肥]追肥は生育の様子を見ながら、３回目の間引きの終わるころに行
います。１回につきチッソ成分で１０㎡当たり２０～３０ｇを目安に。追肥後
、株元に土寄せと軽く中耕します。追肥の遅れは、葉の出来具合や裂根に
つながりやすいので注意します。肥料が多すぎると葉勝ちとなり、曲がり
が増え、青首の発言が弱まったり、尻づまりが悪くなります。
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